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取扱説明書 

SVF-53 お / SVF-73 お I 家庭用 I 


(保謡書付） 

巧化 書は この取扱試巧 ■ 
の！(悉巧についています 


このたぴは曰な加湿器をお買い上げいた 
だを、まことにありびと5ございました。 
•この「取扱説明書」をよ<お読みにな 
り、正しくご®用<ださい。 

• お読みになつたあとは大切に保存して 
ぐださい。 
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ま今のため货ずお巧？) ください 

給表示について 

この®巧が巧塞およびが品〜の表示では、助品を 
ををに正しぐお度いいただを、おなにや他の人々 
へのを g やが産への巧 S をホがに巧止するために、 

し\ろいろな給表ををしていまず P その黄巧と*巧 
は;文のようになっていまず。内容をよ <理おして 
からホ巧をお巧み<ださい。 


A 警告 


巧造は洽対にしない 
サービスマンなかの人は、 

分解したり核理しない， 

(火災-巧 巧。 けがの原困 r 
憶理はお R い上げの庶売店または 
日立家巧品のお客巧ご相鼓慈□にご娟談くだごい。 



水につけた D 、 水をかけ 
たむ、 本体内に直接給水 
した0しな U 

f 本が内部に水が巧入し、 1 
k 愈唐•ショート•発ぶの原居 j 



の込□や吹出□など 
のずを巧にビンやま十 
蓋などの黨巧物等、 
萬物を入れな U 


(思ちや異な断作してけがの原街) 



お手入れの頂は慰ず害込プ弓グをコンセントか 
ら巧き、マグネットプラグも抜く ^ 

また、廉れた手で抜を憲ししない & 

(巧ちやけびの原因） 


定巧巧 A 凹上のコンた 
ントを單独で使う 

/ 化の器貝と巧巧ずると、 
分技コンセント部び勇 
[巧駕 m して巧乂の原因 j 



電源コードを ii つけたり、抵满したり、引っ巧ったり、 
まねたり、如王したり、無理に曲げたり、ねじったり、 
重いをのをのだたり、はさみ这んだりしない ^ 

(巧 源コードび极損し、火が•おおの原因） 


巧堀コードや差込フラグが fli んだり> コンたン 
卜の差しをみがゆるいとをは使用しな U 

(蔥巧- シヨー ト発火の原因） 


0 


差込プラグやマグ亦ットプラブ、プ弓グ受けの 
ほこ 0 などは定期のにとる 
(巧巧•シヨート-発火のお因） 


〇 

0 


本巧巧部のおを入れにお巧系、敢巧タイプ、 

クエン嚴などの洗浄剤は保用しない 

f 洗摩巧が残0、ちまガスび発生して、な康ぞまずる巧れ^ 
I を駕皿のめつをびはがれで巧度の原因 I 


ネ巧巧の水をが水ずると 
きは、ガイドを列し、本体 
に刻印されでし\る「お f 水 
方向 J にが水ずる 

f 本が巧部に水び回〇込んで I 
I 坂里、シ3—卜、発火の原因 


巧流10日 VU かで 
は巧巧しない 


(乂浅•巧巧の原園） 



初巧にマグネットプラグをなめごだな U 


(度巧やけび-やけどの原因） 


0 



馬気賊出□にさわった 
り囲などを近づけない 

【やじどの原因） 

巧におテ様やお年窝〇には 
ミち再しであ!すて < ださい。 

吹出お歲溫度約 70 t ： 指 VF -73] 
約的 tUSVF - 己 3) 
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絵表示の例 

A 

この紀号はを S t 盾お* K ちをま 
む）をなず巧留ぴあることを告げ 
るちのでず。励の中に具なのな连 
意巧容が描かれていまず。 


Q 

この記号は巧止の巧為であること 
をちげるをのです。國の中やお资 
に具巧的な禁化內資が描かれでい 
まず。 


〇 

この記号は行為を强制した0おお 
する内容ををげるちのです。図の 
中やお玲に貝が的な指示内容が描 
がれています。 


マグネジ h プラグ(の石式） 

の先端にビン導、 を属仿ゃ\ 
ごみを巧巧さはな U ' 

(感這，ショート発火の原因） 


罔さない 

巧贸の近くや、不を定な■き用爾で拒用しない 


/あ捆するとな1びこぼ‘’ I 
れて、やけど、 シヨー I 
I 卜、ぉぁを火の居因 } 
倒したとさは差込プラ 
ブを抜いて < だたい。 



差&プラグ、マグネット 
プラヴは巧元まで 
確実に唐し这む 

诚項、発熱しで発火の原因） 

巧巧中や盾止直樂は移動やお手入れを 
しない 


お漏びこぼれた离温部に曲れた0してやけどの 1 
原因 / 



爪ま意 


差込ブ弓ブを巧くときは、 

巧源コードを持たずにが 
ず巧端の黃这ブラグを持 
つで引さおく 

^麽遇やシ3—卜しで黄乂\ 

I の原因 I 

凍結をせない 

(感巧や®留の原因） 

凍提のおそれのあるときは、水タンクと水樣巧のがを 
捨ててください。 



岐化□をふまげない 


(をおや巧苗の原因） 



熱に弱いが物上で巧用しない 
(を色、をおの原窗） 


0 


木台、フ□—リング等(木巧を)の上(同一 
齒巧)でち期間、連镜递おをしない 
(乾巧によるひびおれ、愛色寄の原®) 


〇 


暖房を止めたときは、 Ml 湿おを止める 

(堅やななどに結なずる原因） 

おやすみのとさなど、す寺に注 g しで<だ巧い。 


〇 


かおれしたとをは巧用しない 


(お里の原因） 

水馬むしでいると吿は、 
是込ブラブを抜さ、必ず 
隐理を瓶族してくだごい。 



巧用しないと迂は羞込 
ブラグをコンセントか 
5巧< 


やけど，渔铁劣化にぶる取 通- 馬巧。火がの 
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を部めなまス 


( SVF -53 で説明します) 


於:出 □ 

フター 


本が一 
水位窓一 
光センサ 


操作部 


吸如 



水タンク 

巧部にお0ます 

湿度センサー+ 
温度センサー巧蔵 


A ンドル 

垂直に立てて（クリック 
して止まるな B ) 本体を 
持ち巧びます。 

手前側には倒れない棵 
造になつていまず。 


エアフイルター 
(引を出した図） 





送風□一 
フ□—卜 


水摺部 


巧 




差込プ5グ 
巧源コード 


プラグ受け 
マグネッ S プラグ 


エアフィルターは緑茶カテキンで染色しています。 

緑を光!テキンとは巧にやごしいおをの深から抽出した天お成がでず。 

緑をおテキンは細菌の発を，を育•靖獲を抑制し、ェ: P フィルターで補无た菌に巧国作用を発揮しまず。 
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ラるおい加湿ランプ 

運あ切換キーで設定すると 
点ホ T し素す。 

加湿量をおさえた間巧運拓 
を巧ないます。加湿■をお 
さ无たいと苦、長摘間加湿 
したいとをに巧いまず。 


運転ランプ 
r 40 J 「5 CU 「 则懼続」 

運転切換キーで證定した湿 
度または運爲を表をしまず。 
湿度調節運おでは拐巧の湿 
度の目巧を点滅で表ちしま 
す。設定適度と重なったと 
をは点なにな0まず。 



自動節電キー 

•部屋が 巧るいとさは、現 
な室温と湿度を横巧して、 
快適な湿度となるよ D に 
「白動運お」を巧います。 
•お 部屋び暗くなると光セ 
ンサーび堀さ巨動的に節 
電を行いまず。 

(9 ページを照） 


給水ランプ 

がタンクの水力けぶくなると 
点灯し、運転障止しまず。 


切タイマーキー 

加湿を自動的に止めたいと 
きに博います。 

(召べージを脂） 


運乾入/切キー 

巧すと運転ランプに DJ が 
点巧し、運転を始めます。 
(7 ページ赛照） 


運転切換キー 

お巧みの r 湿度」か r 運続 J 、 
r 乾燥見張番 J 、 r ラるおい加 
湿 J を選びまず。旧べージ替招) 
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眉を場所について 


正しい置き場戸斤 

馨床面から約旺5〜1 m の棚やテープルの上などの水平で 
振動のないところに置いてお徳いくだをい。 

また、の出口か5天井までの距離を Im 切上とってく 
だ立い。 

滿水時には重くな0ますので、しっかりしたテープル 
の上に画いてくだ立い。 

響 

ピ 

ま意 



つ 


巧の場所には置かない 


* 暖房器真などの近くで、高温になるところ。 
馬が熱や温風を直接受けるところ。 
直射日光のあたるところ。 

油のつきやずいところ。 

f プラスチック部品びをお、変巧の原因\ 

1センサーび正しく働かなくなる恐れ J 



秘 & 


* 加湿器の蒸気が直接家具、楽器類、テレビなどの里気 
器具、壁、天井などにあたったり、周 D に障害物があ 
るところ。 


(家胃などにしみや楚形びでさた0、殺巧の原因) 




*溫風暖房器ゃ涅化製品巧び不を定な台の止。 

•'暖房器の熱で変形した D 、 故括の原因 1 
センヴーび圧しく働かな<なる恐れ 
.転倒すると惑通、ショートの原因 J 


•顺泣□をふさぐおそむのあるところ。 

吸な□げ原画にありますので、じゅうたんやカーペット、テーブ 
ルク□スなど，やわらかい救物の上に直接巧かないで<ださい。 

f プラスチック部品やお物び変形、楚質の原因] 

1 たンヴーが正しく祗かな<なる恐れ J 


•テレビ•ラジオ-コードレス電話などの近<。 

C テレビ■ラジオ+コードレス霉おなどに雑营び入る原因）日 0cm W 上がず 


♦磁石や強い磁気のちのの近< 。 

(つ□—卜び誤動作して空ださの原因) 


0 

0 
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正しい使いかた 


置 乾と停止 


i 給水ずる 

CD フタをがしでがタンクを取り出し、キかップ 
をがしてされいな巧温の水道がを入れて < だ 


さい。 

水タンクび巧かない 

ぶ3に手でしっか D 

押さえ、給水中にが 
タンクを圓さないよ 

をち譯を!^てふださ 

い。 



©キャップを確美に辅 
め、こぽ打たかをぶ 
をと0、？ぉ爲れびな 
いことを砲設してか 
5本が巧に入れ、フ 
夕を閉じで < ださい。 



2 マグネットプラグを本体のプラグ受 
けに取り巧け、差込プラグを交流 
10 0 V ①コンたントに差し&む 



蓮転中にマブネットプラグや差込プラクび列れ 
ると「ピッ J と音がします。 


3 


運輯入/切キーを押ず 


r ビッ」と富びしで 
運転ランプの r 日 Dj 
が点巧し、の2〜4 


40、50/60| 連続 

。齡 I 。 


分ほどでの出□より 
歲気び出姑めます。 
•適度 調!節運転特は. 
スタート後約巧秒 
たつと現在の湿度 
の目巧をランプの 
点滅で黄をしまず。 



ただし「運続 J 、 「3るおい加湿 J . r 乾煉見張 


番んお動運お J のときは责をしません。 

* お部屋の遍度、湿度の巧おにぶっては、覆気 
び見えにくいことがありまず。 

• 「邑動®キ ー jir 切タイマーキ ー J を巧して 
涩おを開始することをでさまず。 


♦定込プラグやマグネットプラクを抜びなけれ 
ば、前回使用時に設をした湿度で運転を閥始 


しまず。け自動運転」は隙 <) 

差込ブラブの抜を差し後の運廣では rsoj び点 


<なし素す。 


d 停止ずるときは運乾入/切キーをも 
ラー度巧ず 

運転ランプが消巧し、運おを偉止します。 

•挣 止後約30秒間は3アンが回つていまず。 

• 括止をも5〜6好間はお気び化ますので、の化 
□には手を曲れないで<ださい。 


A 注意 

•運枝中は A ンドルを後ろに倒して裤用ずる A 
f 恣気びパンドルに当たると A ンドル\ W 

1,,の温度び上げ D 、 やけどの原因 } 

♦水 タンクはお水中に剧したり蕩としたりし ^ 
ない。手でしっかり巧さえなびらを水する じ V 
||須とずと、けび、タンクの変お、披渦\ 

1の原因 ) 

♦塚のするときは、蝴ブたり、ゆずったりし ^ 
ない （お湯等び流れ出し、やけどの原度） '〇/ 

♦キヤ ジブを刊したとさ だ二 皆 A 

ルツキンが照ること If 
びあるため、方-^かれ /C ジ キン 
たとをは、固のよ5に 
巧にはめこむ （水焉打の原因） 

•お 漂 (40 で凹上)や化ぎ異品、芳香則、 ^ 
巧れた水などを入れな U W 

/ プラスチック部品ぴ変形、を質した0扱 \ 
i 巧の原因 ) 



































































し少、®いかた 一つづ麦一 


運おの切り替え 


乾燥見張ま 


法お中に運拓切換キーを巧ずごと 
に r ピツ J と音びして、運転モード 
び図のよラに切り替わ D 、 お巧み 
の巧転を載定できまず。 rsoj に房 
ると r ビビッ J と高がします。 



50 601 連統 

〇 D ■< 〇>〇> 〇 つ 

mmmm | I 


湿度調節「40」「50]「6日」、「連続」 


湿度調節「40」「50」阳0」 

添度センサーのはた5をで、酸を湿度似上になると自動 
的に偉止し湿巧び下びると再び加湿をおこないます。 

「連続」 

湿度に関おなく連統で加漏します。ただし、语靖に適を 
び离いとをは、白動的に冉止ずることびあ0ます。 


适お中に巧拉切换キーを巧して舒みの湿度に泣をずる。 


表を 

湿度の目ち 


40 

約40% (おめ） 

湿度調節運転 

已〇 

約50% (巧準） 

扫〇 

約目0%楠ゆ） 

連統 

湿度に閣係なく前湿 

連掃蓮お 


♦ 「4日」「日 0 」 reoj を設定したときは、里おスタート酱、 

巧15秋たつと、瑪な①湿おの目安を運面ランプの点務で 


表示しまず6 

現なの湿度と没を湿度が巧な 
るときは、運おランプは点'巧 
になります。 

拐巧の湿度び70姑扣上のとを 
は reoj の点滅でをおしまず。 


I- 南なの湿度(点巧） 

、觀、 5 も祕 

-- 参一 •一 〇 
: '痛 t 輪1 

^ 敲定湿お（扇巧） 


このときは訟定湿度の表をと奎なつてを、点滅を続けます。 
♦湿度 センサーは、加湿器前面巧巧の湿おを感知します。 


通巧は加適を停止し、とをどをフアンび回つ 
て湿度を見張 D まず。約3目％^巧のとをは 


苗 i 続的に加通を巧います。 


I 運お中に逐輕切換キーを巧して致をずる。 



湿巧び約3日％似上 
(が適巧止） 

€1^ 

/| \ (麻灯) 


通度び約3日胡!未扇 
(断巧扣湿） 


バ • \ , 


ラるおい加湿 

断綺的に加湿を巧ない、加湿■をおご 
无て長時間運転しまず。 

授< 5るお5程度の加湿や、か部冨(木 
造和室で約4暨程度)での加湿びお裏な 
とさに读います。 


法をやに巧お切換キーを巧して設定ずる。 

•ラる おい抓湿巧転 
では、湿あ設定は 
でをまだん。 

•ラる おい拙湿運転 
は、斯婦的に如湿 
を巧ないます。 
部屋の湿度び苗い 
とさはお結時間を 
自動のに謂節して、 
さ5に加!湿■をお 
さえた運転をしま 
ず。 



湿度センサーをを定させるため、現巧の湿ちび威志湿度より高いときでも、遥転スタート後、しば6く 
の閒は強お的に抑湿しまず。 


切タイマー 


自動®® 


セットした時岡(呂、4時尚)觀こ、 
自 W 的に巧おを巧止し東す。 


切タイマーキーを巧して巧望の 
時間にセットする。 

切タイマーキーを巧すことに「ピッ J 
と音びして责おび切り留わります。 
(2 一 4一昭降一 2. . •) 



部屋び巧るいとさは、室温に栃じ、快適な設定湿度を冒巧的に 
遇ぴ加湿しまず。（裏温が20でのとをは、遇度が約50%となる 
よ引こ加湿しまず。） 

部屋び暗<なった5目が的に断続の加湿を巧い、さらに2時間 
をは、を操見張塞递転を行って節巧します。 

白動逐転では湿度設定はでをまはん。 

K _ 

自の®キーを巧す。 




光センサーび B 月るをを検巧し、部這び明るいとをは、温度た 
ンヴーと湿おセンヴーの助さで、室湿に応じた快適な湿度に 
なるよラに加湿します。 


わットした時間後に逐おを巧止し、 
ランプををて消なします。 


•锅 除したとさは r ビビッ J と营びし 
まず。 

•か タンクの水量を硬强して<ださ 
し、。水■びがないとタイマーがの 
れる前に水びなくなり、給水ラン 
ブび点むしまず。 

•切 タイマーランフは，運転が巧止 
して消灯ずるまで、時間のお遇に 
巧補なく、むットした時間び点‘打 
を続けます。 

• 運転巧止を、差込フラブやマブネッ 
トフラグを巧かなけ rt ば、巧をッ 
卜時には前回の設定時間び巧初に 
セツトごれ第ず。 


ク 部屋が暗くなると断稀加湿に変わり、加湿■がかなくな0ます。 
ム (な贵級(約5 W ) 程度の照日月のときは暗いと判断ずるように光 
センサーを現おしてい東す。） 

〇晴 いだ應がの S 時間綺くと、乾燥見張番ランプび品巧しを 
^ 巧見張番 （8 ベージ替照）と同じ邏おにをわります。 

湿度び約:35%似上のときは、加湿を巧止し、とをどをファン 
び回って湿度を見張りまず。湿度び約35%未滿になると乾燥 
見張里ランプび点孩し、掛続的に邮湿します。 


ぉセ ■—^ I 



巧び部屋び明るくなると、を操見張里ランプび;肖丹し、お孩 
加湿にをわ0まず。このが続加湿の間に部屋び曜<なったと 
きは 3 のが態に戻0ます。 


5 


骑るいがおび1日が拉上病く とブ のが備に馬 D 、 室温に応じた 
快適な温度になるよラに加湿します。 


•化 センサー受光部び物陰になつでいた0、巧れていたり、光セン 
ヴー受光部に光び当た5ないよ5な場所（本体を照明の S 下や 
照巧に背を向けて a いたとさ等）では、動作び受定しない場合 
ぴ友〇ます。 
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正しが®いかた 一 つづを一 


巧っておいていただをたいこと 

•湿度 センサーは絕房気茄びおたったり、直お曰化 
で暖め5れた〇すると、室巧の湿度と異なるコン 
卜□ールをし麦す。 

なお、同じ部屋でら場所やちさにぶ0湿度び異な 
り、地の湿度計と差が出ることをあ0ます。 

湿度設定や拐なの湿度表示は目费としてお博い< 
ださい。 

•設定された湿度に達ずると葱気はおな<な0まず 
び、フ尸ンは回っています。ぶ湿を必裏としない 
ときは運転を巧止してください。 

•設定された湿度をなつため、現な通度の表示が践定 
湿度になってを抓湿を続けているとをびあ0ます。 
♦お 巧中の快適な湿度は5日％前をといわれています 
が、結 S や異巧を燥による悪が巧を防止するため 
になのような点を目をにしで、加湿器を适起して 
C ださい。 

〇 湿度び届ずぎるとさ 

① 比較的をい化倒の押入れなどになびついた D 、 
湿っぼい撼じびする。 

這) 窓が壁になびた < さんつ定、流れ出している。 
気密性の良い部屋などでは50お前をの湿度で 
ち温度の化い窓などに結なずる場をびを0ます。 
〇 湿度びおいとき 

の< ちびるやのどび乾さ、ひ&がかさかごする。 
這) 家島などのずを問が大さ < な0、建房びそる。 
•この 製品は一飯费庭巧でず。業務用にはお梗 U に 
ならないでくだ立し、 


水びなくなコたとをは 


水タンクの水巧び水位窓下端に近づいた5、がタン 
クに水を補焰して < だをい。 

•? J < タンクの水びなくなると、給水ランプが点巧し 
て自動的に霖気げ止ま0ます。 

•お 水ランプ点灯後、.約1時間フアンび回おしてい 
まず。給かランプ点の中は、給水した? JC タンクを 
セットずれば自動的に蒸話び化てをまず。フ P ン 
び巧止すると給水ランプを消なし、運転をお止し 



お願い 

•曰 巧のお手入れ 

本な水框部やお発面!は本需のお手入れのしかた 
にがい巧除して、いつを巧潔にお往い < ださい。 
が道水にはわ J しキなどび富责巧てお0、蒸発す 
ると水おかび蒸発皿やガイド卽 > があかつィル 
夕一に巧ちします。お手入れせずに使い続ける 
と固着し、取れな<なりまず。 

•湿度の岳い口 0%む上）ところでは使わない 
でください。 

湿度び商いとさには篆気びを気中にとけ泣まな 
いで、家具や床を湿5した0、め b ずことがあ 
りまず。 

•巧用水の注意 

水タンクの水は每曰新しい巧溫の水道水と入れ 
かえてお巧い <だごい。 

• お子様やお巧巧りにはま思して< ださい。 
おすなやお年泻 D 、 ご病人のおられるご家庭で 
は、加湿のしずざや、本体の取扱いなどについ 
でを愚しておげでください。 

* フタをあけるときに、フタについた水おがた 
れることがありますので注意しでくだごい。 

• 本が底面は少しおくな0まずび異常ではあ 
りません。 

■"ンドルは手前側には倒さないでください。 
A ンドルは手前測には稱〇なし、橘造になってい 
まず。無理に倒そラとすると， A ンドルが破損 
することびあ0ます。 

•持ち運びは本巧び水平になるように/ V ンド 
ルの中巧を持って、脖かに里んでくだごい。 

• A ンドルを巧かずとき、フタとの間に指を 
はさまないぶラにま意して<ださい。また 
A ンドルは对をないで<ださい。 



れのしかた 


A ま意 


•藻 発皿など巧部の巧巧にを属ブラシ等を度わない。（さびの原因） 

•ベンジン. シンナーなどではふかない。（ををやを形の原因） 

0 

•必ず 遲骑を止め、差込フラグをコンセントから巧いて、本体が冷えるのを待ってからお手入れを巧 3。 
(やけどの原因） 

ご巧用後 3 的社:^巧はお患や惑発皿びち盏でず。 

•化学 ぞ 5 をんをご使用の招は、そのま雁■にしたびって疲用する。（を色キスの原因） 

•巧 巧をは、必ず水おかつィルター、ガイド1エアフィルター巧取巧け、水タンク.フタをセッ ト する。 

〇 

t (やけど，故话の原因） 



♦水タンク巧の衰掃（週に1〜2回凹上） 

水タンク巧に水をお 2 L ほど入 
れ、キサジフを節めて水タン 
クをよ<お0、が水して<だ 
ごい。（これを2〜3回巧 D 返 
しまず。） 

巧のがひどいとをは、やわろ 
かい巧で巧がの巧れをみさと 
ってください。 

♦本体の水の抜きかた 

® がタンクをがす。 

©巧イド上部の送風□にかかったツイ部を指でつまんで 
巧し I ガイドおよび水あかフィルターを引を上げてが 




図のぶラに、本体に刻印でれている巧水方向に本 


巧をおかに煩け、巧水します。 

A 警告 


•政ず ガイ ドを巧してからが水する。 （ 本巧巧部に 
水びまわ 0 こんで巧巧、シヨート*発火の原因） 

〇 

•急に 本体を逆さにした図のち向凶外に 
巧けて排水しない。（本が巧雜にかがまわ 
りこんで, 度な •シ 3 —卜-発火の原因） 
•プラグ 受けに水をびけない。（巧巧の原国） 

Q 



♦本体•ガイドなどの活捕 

本抑まかをさませた柔らかい巧で巧のをふき取ごてくだ 
さい。ガイドは水洗いしてくだでい。 


♦蒸発皿•水语 •フ□ー トの清掃 
(週に1〜2回！ U 上） 

の本な巧に残った水を巧いてからかに巧した 
巧でふいて < ださし、。 

@フロートの留りにご 
みび入ごていた5取 
り除いて < ださい， 

ごみび巧ちすると正 
巧に曲巧しないこと 
や、 本な をいためる 
ことがあります。 

•热発 皿に巧想したかあかび落ちに<いとを 
は.歯ブラシや割0ばしなどでこす0落と 
してください。（水あかげを煉したが態で 
あれば，みか取0やす<な0ます。） 

♦お手入れをせずに使い稼けると t 水あかが 
こび日ついて取れな<な日ます。 



♦水あかフィルター①请插 
(週に1〜2回似上） 

長をちををせるために、こまめに水洗い 
しで < ださい。 

(5 氷タンクを54し、巧にガイ 
ドと水おかフィルターをを 
を巧って < だすい。 

©水をかフィルターは洗剤な 
ど巧つけずに、か巧水でモ 
をみ洗いして < ださい。 

•が おむがを■に巧 S し、をみ洗いしてを巧 
れが取打ないとさや，破損したとをは，胡 
しい部吊をお巧い上げの娘売店でおをめの 
上、取巧けてください。 _ 

水あかフィルター部品岳号 SVF - 日10日9 
•巧 描をは必ず本巧に取巧けて < ださい。 
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れのしかた -っづき- 

♦エアフイルターの清捕（週に1 〜 己回な上） 

本が想面のち脚にあるエアつィルターを巧击取0、巧除 
憤などでほこりを取0隙いて < だとい。 

•巧む びひど<な0ますと藤気の化びにび弱くなつた0、 

巧面の遍逗ぜ巧<なつに0、また正しい湿度おな]をし 
なくな0ますので、ミめに巧捕してぐださい。 

■ミ S 巧御ま必ず本体に取巧けてくださし、 


( fiwi かな？と思った目 


次のよ5な症がのとき、異常でないことびありまず。下表を参ちにしてもう一度確證しでくださし、 


を が 

扁巧ずるところ 

化■のしかた 

窓氛を巧を化ない 
巧をランプが点巧しない 

差込フラグや7クタッ h プラグび妍れて 
いまはんか 

マグネットプラグをプラグ受けに巧り巧け、差込 
プラグをコンセントにまし込む 

巧おランフは点巧し、風 
ち出ているが茲をが化な 
い 

ラるおい施湿やお巧見張番を投産してい 

ませんか 

正なでず(周巧巧坛なので約2〜1〔)分< らい 
巧気び化ないことがあ D ます） 

お部厘の湿おび r 投を遠度 J と同じか再< 
なつていまはんか 

圧巧でず(あ気を止めて湿度巧踊していまず。 
湿度が下げるとお巧びおます3 

給がランプび点巧していませんか 

給水をする 

フ□ー トに水あかやなたび巧巧していま 
せんか 

つ□ートやその周〇を拓除する 

お部屋の湿度が涅端に巧<なつでい第せ 
んか 

正巧でず(湿度び巧日0%1 义上のとさは理扬里ちでを 
巧急がホないことがあります。このとさフアンは回 
っていますので不巧巧とをは巧おを止めて< ださし、） 

途中で函転び止まる 

給水ランフびな打していまだん方、 

給がをずる 

遇お関節運お搏、室内の 
湿度び巧くなつてを止ま 
らない 

湿なの設定び巧ずぎていませんか 

適切な湿度に岐定し直す 

本偏こ固お曰光やをいおびおたごてませんか 

設■場所をおえる 

温度の巧いところに■かれていませんび 

熟のお面を受けに< し\場酣こ塚ず 

巧巧びにおラ 

m 発皿 、水あかフイルターなどがちれて 
し\まだんか 

本巧やかタンクに残っているがを搭て、 f お 
手入れのしかた』にしたびって讯おする 

泣転キーを巧してをすぐ 
に巧気が出ない 

呂〜4がで兹気び出ます 

正常です（巧荒びおるまで2〜3巧かか0ま 
す）またお部屋め通お、湿度の状おじよっ1 
てはお気び見えないことびあ0まず 

巨巧巧おのとをに明るく 
なつた0暗<なごた D し 
てち逗抵が冀わらない 

ザセンサーは情を巧程度の踊巧のとさ、 

隐いと判商するよ5に巧整してあ0ます。 
• 物隨等の暗い场巧、頃明び当た5なレ場 
巧、巧るをびおおに巧化ずる場所などで 
は.巧柩び黄定しなしにとがあ D ます。 

加湿器設■巧巧や向きを巧える 

化センサー受光或びぶごが n てし、 る 

&さいでいる6のを取0除く 

化センヴー受化がが巧れている 

受光班の巧れ巧&をのる 



♦給水ランプの点滅湿廣センサーの故障でず 

• ラるおい加湿ランプの点戚 •••••• 制細回路の故盾です 

このようなとをは.差这プラブをコンたントからないて、お@い上げの賊元店または.「曰な家 巧 品のお客様ご巧股 
窓口一巧栗」 （14 ベージ)の窓口に表を巧宮を連箱しご相殺ください。 


こんなランプ 
表示び出たち j 

V J 


お手入れ‘巧掃をしたあと1水插，水タンク•藤発皿‘ガイドなどの水分をよくふき取り、陰干しして十分に乾 
揉させてから、取の設巧»ととをにお買い上げ時の箱に納めて、湿気のかないところに巧管してください。 


【呆詔とアフターサービス (必ずお読みください) 


■巧 証害 { こめ商品は 巧 班*付をです） 

な扭■は，がず r お資い上げ曰•娘を巧を J などのお入 
をお涵かめのラえ、販売店から受け巧っていただも 
巧留をよ<お読みのおと大切に巧ちして<ださい。 
•巧 詔期間はお買い上げの日から1ホです。 

•ただし 水あかフイルターはミ肖转おですから、保窥 
期呀巧でをち巧とをなでいたださます。 

■核 理を巧巧されると巧は L 巷在 岳を I 
「勘留かな？と想ごた引の項目を阳べていただき、 
なお異常のおるとさは、硬巧を中止し、お巧し1上げ 
の腺を店に怪巧をごな賴ください。 

•括 紐斯设 I 中は 

慢理に除しましでは、巧証需をご揮をくだごい。 
巧掘■の規定に巧って、眼売巧が按理ごだていた 
だをまず。 

•な 旣期間び逸ざているとさは 
條理ず n ば淀用できる巧合には、ごお望によ〇修 
理ではていにださます。 

■補修用 性能部品のなち期間 
当れはこの加湿器のお隆巧性能節品を、を!造打切'を 
己年間巧ちしてし Y まず。 

•巧 優用性能就扁とは、その商品の機能を緒持 
ずるために必要な部品でず。 


■慢連料をの化組み 

偿理料を=巧前巧+部品巧です。 


巧術巧 

巡 W した W 品を化巧に设獲するための巧金で 
ず, 巧巧ちの人な巧，按術巧两»却足巧お寄 
巧か巧-—較苗理巧などぴさま〇ていまず， 


部品巧 

巧理に使用したが a 巧去です， 

その地《理に巧巧ずる BB 巧などをさむ場さちな 
りま7， 


■ご不明な点や杨理に巧ずるご相談は 

恒理に朗するこ巧践がびにご不明な点は I お g い上げ 
の紙売店または「曰なを巧品のお客括ご相教窓□一お 
表 J ( 14 ページ)の窓□にお旧い合わはください。 

■ご転居されるとをは 

ごお居によ D お巧い上げの娠売店のアフターヴービ 
スををけらむなぐなる場含は、前をって版巧店にご 
相談 < ださい。 

ごお厦巧での B なの穿里品取の店をがかさせてしげこ 
だをます。 



お % 

1 SVF ’53 

1 SVF 73 

定 福 ~ 

1 巧流1 00 V -410 W 柳-居。忧巧巧） 

巧茄 100 V 560 W (50’60 Hz 巧曲 

最大加湿 ■ 

500 mL / h 谨溫呂〇で、綱30%•水堀のた） 

70 DmL / h ほ溫20む、湿脱凸站、水品2。で） 

<5るおい册湿時> 

<約17已 mL / h > 

<巧宜4日 mlVh ) 

遇巧な面賴 

木造和至： 14 m ^(8.5*) 

プレ"ブ巧き： 23 m さり 41) 

木進巧室： 20 mH ^2 m 
プレ"ブ巧室： 32 m 2( l 日 ■) 

タンク留 ■ 

のん呂 L ； 

約日.目 L — 

__ 巧 

22.8 cm 

22.8 cm 

す巧 i H さ 

呂を 4 cm 

33.自 cm 

[おお 

30.0 cm 

3日.日 cm 

n ■ ( U ) 

的を 7 k 臣（强水時約 7 kg ) 

約：3.0 kg (巧が時巧 gk 巨） 

電巧コード 

お n ■伽 

約 1,4 m 


































































曰立家電品のお客様ご相談窓□一覽表 

(をな巧気巧品の表示に閲する公正巧争現のによる巧示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、お居された日、處物でいただいたをのの核理などで、ご不明な点は下記窓口にご巧設<ださい。 

修理などアフターヴービスに 
関するご相談は 

TEL 01卽一3に1一日8 

FAX 0120-3121-87 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのごキ目談は 

TEL 0120 -31 21 -11 

FAX □120-3121-34 


— HK ご窓仁1 1 巧巧おじついてのごををやごを当は县化区のお客塞ネ目談センタ 


imim 

巧お舌ち 

巧巧化 

が巧巧地区 

0 11-8 3 3— 目0日日 

化冉ホ白石区東化《2を4 —1 — 10 

束が化区 

0 2 2-2 3 2-5 0 8 8 

イ山台巿き城野区巧巧 1 — 1—45 

巧東-甲なお巧区 

日 3-3 S 3 4—目日 S 0 

をあ因束上界 2— 7— 日（日立寒巧上おビル） 

中が地区 

日日 2-7 目日一日0 8 0 

ち古里ホ巧 U 4 区が守巧5目（日立を巧新守山ビル） 

巧西地区 

0 7日一4 3 1-5088 

巧戸市巧!!区甲を巧1 一 3 — 8 

中国!也区 

0 3 2-2 3 1-5 0 8 8 

に*巿西区!!を额巧1 —7 — 1 了 

四酉地区 

0目？ 7-4 7-1 0 3 8 

巧出ホが旧町4 2 8 5-1 43 

九神-み巧1 を区 

092-281-5088 

巧岡ホ博を轻店运巧7— 1 e (巧を巧进ビル） 


•ごが »お□のを巧、巧を粗巧は巧 S [こなもことがあり S T のでご了み < ださい。 _〇3占一 
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愛情点検 1 

及年ご巧用の加湿おの点巧を； 

•なほ!曲。 Hfg 巧せ お巧 S の保 巧 « なは、 

巧ち巧切後5巧でず。 

り 

こ瘦用の巧 
このよ5なことは 
を0まだんか。 

■水 g れがする， 

■本巧げ異なにおくなる。 

•a お中巧巧な音ぴずる。 
•その他のち巧，巧曲げある。 

► 

お 

m 

い 

が W や 事故の 止のため、スイッチを 
切0コンセントからま迈プラグを巧 
を IS 巧たにご巧摆<ださい。点读- 
巧理についての 巧 用など!¥しいこと 
はが册岳にこ巧族ください。 
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ほの巧が 

本な：1年 

幾お買い上げ曰 

平ぶ 巧 巧 曰 

t な 

i 

1 

こ注巧 

こちを 

様 

お 
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ほ巧 

店名 

巧語 （ ） 


保な巧巧のに取の巧巧■、本がラベル等の进な ■ £ 
をにしたがつで正巧な硬巧が應で庙巧していて 巧ぶ 
巧した場台には.本■紀お巧留にむとづさお! (いみ： 
上げの販売店がお巧抵理いたします。 § 
お買い上げの B からをおの闻旧!巧に巧罔した巧合 ま 
は、商品とあ■をお持ちいただをお再い上げの 化!! 
巧ちにが理をご巧賴< だごい。なお.商品をお H ホ 
い上げの巧巧店（怯理を出巧）やゾーカーへ送が ま 
した巧合の送料窜はお客巧の負担にな D まず。 置 

を印«に紀入のないちをはお効!となりますか5 が读 
ずこ湿拽< ださい， ホ 


1保扭巧巧巧でを次の击5な塌をには有巧な理とな0ます。 
{イ)梗用上のお D ， または巧苗や不当なを理にぶる披»または 

翻。 

の)お面い上げ没の适下、弓 I っ越し、巧这等によるな话または 

麵。 

mm . 水 s , 港を、 その 柏の天 巧 化を、公奋や窝巧 
巧 圧によるな»または巧 爾。 

(二)ま雨，が的にとう W して巧吊された巧创こをじたな巧また 

は巧獨。 

(あ)お巧用に巧巧5れてをじたな»または巧11。 

(へ)本■のご巧おがない巧合。 

夕 f 卜)本■におち、お两い上げ年扫曰.お客巧ち、版责店をの拓 
を 入のないみさ。おるいはす巧を■き巧え5打に巧合。 

占•このな が■は本■に巧をした卿聞、を件のをとにおいて無 
み 巧を理巧お約束ずるるのでず。したびってこの巧四需によ 
夕 ってお客株の法律上の巧がをお j 限ずるちのではな0ません 
で ので.巧泣巧間経留をの巧理苗についてごす巧の巧盒は. 
ち お H い J : げの族巧ちまたは取のお明需の1 d ページす巧苗の 
扣 件ご箱較お□一！!巧の窓己にお問い合むせ < ださい。 
r •巧 湿巧巧経理をの核理> 補を巧性能部益の读ち巧間につい 


とこの爾玩についておお倍理をご巧望の巧合には • 
お張にちずる実*を巧しをけまず。 

3. ご杞居の巧合は申前にお II い上げの顆黄店にご 
相絞くださし、 

4. 胜岳窗等で本震にだんしておるお再い上げの械 
巧居に後理がご该廣になれない巧合には®操が 
巧*の14ページの B な东■品のおぎお！ご柏族お 
□一 R 表をご R めラま、おお<の窓□にご巧叔 
くだごしん 

頁-本■は巧発行いたしま性んのでが巧しないぶラ 
大切にななして < ださい。 

6,す■は日本田巧においてのみち巧でず。 
Effective only [n Japan. 
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て掉しぐは、取の醉明■をこ！1<ださレ。 
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